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第3図 チフス･パラチフス混合ワクチン (TP

V)静注後の産熱正.組織コンダクタンス.砿腸温｡

宝温26土loC0

a1..1965)｡チフスワクチンによる発熱に関する限り,

日本ザルはアカゲザルとチンパンジーの問に位にするよ

うだ｡

ところで一般に発熱の過程には次の3段隅がある｡先

ず(1)m菌が投入しこれが白血球などと作用して内因性発

熱物質を形成放Ilけ る｡(2)これが視抹下部などの休軌湘

節粍矧 こ働きかける｡ (3)その紙光ふるえ,皮m血管収

約.代謝の印加などがおこる｡

Myers(1971)によるとアカゲザルの視床下部にチフ

スワクチンを放血注入 (0.5-1.2FLE)すると.1.5oC以

上の体温上昇がお こり.発熱の経過は数時間以上 に及

び,ネコやウサギの似合となんら差はないという｡とす

るとTPVの発熱性 がサルで弱いのは(8)の過程ではな

く.内因性発熱物Tfが脳の関門を通過し子uないためでは

なかろうかと考えられる｡(1)の過程については.サルが

以前にチフスに感放していたという可能性は少ないであ

ろう机 他の疾患による crosstoleranceの形成は考出

しなければなるまい.白血球の減少はサルにおいてもウ

サギと同様に見られるが,血小板の減少はサルではおこ

らないという (Sheagreneta1.,1967)｡霊長類のTP

vに対する不応性のTP.由は今後の免疫学的血桁学的研究

にまちたい｡いずれにしろニホンザルもTPV不応性に

関しては例外ではなかった｡
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サルの皮膚E!位活動の研究1)

新災良純 ･LLH的肪93･n治軒排 ･

奥田門- (早大 ･文 ･生JnJD班)

I.皮膚屯位反射波形の和盃

目的 性比叩相披.Fi;l性ItL相披.二相性班などのI,k店

TE位反射 (以下SPRと略す)を光113Lするヒトの代,pJ動

物として適当なサルの柾を見山すこと｡

方法 13托24雪穴のサルについて,飼育室で,刃三並電波

氾ポリレコーダEPR-3Tにより.自発性ならびに誘

発性SPRを測定したOその他の方法の詳細は前年度の

報告に同じ｡

結果 オナガザル科6頭,オマキザル科3乱 ショウ

I)第20回日本脳波学会総会,1971年発袈
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第 1図 各種サルの自発性皮侶電位反応｡オオギャラゴのみで随性単相故を示すことに注意｡

ジョウ科 1亘巧は,自発性誘発性を問わず常に陽性Bi相披

のみを允別した｡これに反しオオギャラゴは陰性Bi柚披

のみを発現した｡節1図は記録可能であった11柾のサル

の抽出的なl3',ミ記録を示す｡

考究 ネズミ,ネコ,原独並目においては常に陰性Iti

細波のみ.i'盲独皿泊では段位Bi相波のみ,ヒトでは陰性

Bi柏披,F:B吐叫棚払 二相性波等が発ち己する結果をえた

が,lJ:tはBl;旧 については1柾 1好iのblrl定にとどまったに

すぎない｡また,ニホンザル,タイワンザルにおいて,

大きな似Hllll柏披につづいて,わずかながら陰性成分の

ようにもみえる波形をみた例がある.これらの結光は.

サルの紙はの災B]発生駐後で動物の移動が禁止されてい

A

たため,飼育室の悪条件下で不鵬の多い測定でえたもの

であり,灸件を整え,周波数特性の良い記録器で再検討

しなければならない｡

I.睡眠時の自発性皮膚電位反応

方法 他の研究目的のために,数カ月前から primate

chairに固定されており慣れたアカゲザル2頭,タイワ

ンザル1乱 ニホンザル1頭,計4頭について,連続3

校の睡眠を polygraphicに記録した｡

結果 党醒時に頻発していた自発性SPRは,オーソ

陸眼で全例において全く消失した｡パラ聴取ではほとん

どの場合無反応であったが,極めてまれながら,弧線の

動揺のような多峠性spRあるいはSPR群発がみられ

0～ P～

第2図 ネズミ,ネコ,サル,ヒトの自発性皮膚電位反応の覚醒(A),オー

ソ睡眠(OS),パラ睡眠 (PS)での出現様式の比較｡
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H.f.f.121

J5mV

20SeC
第3図4和の音声および純音に対する誘発牡皮膚冠位反札説明本文参mo

た
｡罪2
図は
,
覚醒(A),
オーソ陛眠(OS),
パラ陸眠

(ps)時のアカゲザルの自発性spRの典型的な発現様

式の原記録%,
ネズミ
,
ネコ,
ヒトのそれと比較したも

のである｡

考察オーソ睡眠での自発
性SPRの仙現郷皮が,

ヒトでは党醍時より増加し,
ネコ･ネズミでは.誠少する

のに対し
,
サルでは全く佃反応になる｡
バラ陸眼では.
ネズミ
,
ネコ,
サル.
ヒトのすべてに共通して
,
佃反応

そしてまれに多怖性spRあるいはSPR群発がみられ

た
｡この
結果から
.
自発性SPR発現に及ぼす中枢の影

響が
,
古い睡眠であるパラ睦沢では各種に共通している

那
,
新しい陸眠であるオーソ睡眠の場合,
ヒトとサルと

ネズミ･ネコとの間には,
それぞれ相違していると考え

られる｡

Ⅰ
.
=ホンザルの音声に対するニホンザルの誘発性皮

膚電位反射

日的誘発性SPRを,
サルの各位音声のもつ1FI言動

価測定に際しての,
有効な指標としようとするo
あわせ

て
,
誘発性SPRの実験に際して,
trtれを起こしにくい

自然な刺激として,
サルの音声を班mすることの妥当性

を検討する｡

方法ニホンザル11頭について3日間,
あらかじめ

録音しておいたニホンザルの4柾の音声1)JJlよぴ1000

Hzの純音.計5
柾Wlの政党刺激を各2seCずつラテン

方掛こ組み
,
4回庄和u示した｡
脚uに際しては,
刺5
7I
互

提示TL'f後に発現した0.
2mV以上の芯位変化を誘発SPR

とし
.
その折相について/分析した｡
結果耶記録の1紬を卯3図に示す｡2
段に分かれ

ているが連続記録である｡
蘇臓3(攻照的な威嚇),
刺淑

4(田城)に対しては比較的大捌宗のSPRが発現し.
それにつづいてSPRが多発しているのに反し,
刺激1

(平穏な呼びかわし)
,
刺放2(防術的な悲鳴)に対して

誘発されるSPRはそれ程大きくない｡さらにtone(

1000Hz純音)に対しては.
極めて′J､振幅のSPRが誘発

されるにすぎない｡
矢印で示したa,
ち
,
C,
dは.
ド

アの開閉音など実験室内外からの外来雑音によって発現

したSPRである｡
刺激1
,2,
3.4
および純音に対する誘発性SPR

振幅の中央値はそれぞれ.1.
85,2.
00,2.
70.
2
.
50,
0
･

93mVであり,
中央伍換定で全休に有意差(P<0
.
001)

1)京都大学TLt正村研究所河合雅雄教授の録音された
テープから.il畦型的な音声4種を各2sec問拍山

し,朽録音して班爪した.その再録音の妥当性の

肘 寸については.大阪Trf立大学Pj!Pl'=lWJll辺方美子
氏を煩わした｡両氏に深謝の忠を炎する｡
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がみ られ, Rayanはによる検定では,帝Jilのそれぞれ

が鈍汗に対 しすべて有意差 (P<0.05)を示 し,刺敵 l

および2がそれぞれ刺釈3に対 し†)一意7L.(Plo.05)杏

示 した｡

考案 LiJnl.r'JEl.Jlfほ れたニホン1)'Jレか.2sccfiりの宵

JLl批示.叫 ､うことで代&されるようIJ:粗iられた'人的集件

-ドでさえも,このようなt.I.淡 を示 したことは.llLr･外 この

ニホンIT'ルのTT･7:,'の分析に旅 して,SPRを代滋とした

村i神/lPI'/;'･的JJ'はのIJ一助1'L.を示 している｡また,根れを

止こLm ､SPRのn然な湧碓刺激として,ニホンザル

のTT･)hTのもつ†J●AJ'lを'示している｡

ニホ ンザル足 底汗腺 の ATPase活性 Ⅰ

杉IhlJi:八郎 (名了ll人 ･択 ･1生耶)

援倉石]t実 (I..I;･:艮研)

は じ め に

fr一脈の鮒胞 トレベルでの研究は)'t汗鋭敏を附 リけ るに

あたり?ほ れる研究分野である｡一.Tこじ籾の手′湛および)i

JL丈の cccI･ine脱はヒト 働 休部の eccrinc 脱とはば同

様であるので (伊胤 1968). 分泌と再吸収経机を析明

するためニホンザル,rLl丘皮屑より/分離 した汗腺について

ATPase清作を測定 した｡

材料および実験方法

ニホンザル adultをケタラ-ル 0.1JrL/l･g筋注麻酔絞

11改良JPT5JrJrltJ切 り取 り0.25M sucrose.1mM EDTA

附則 )にて -20oCに保Il'･, lJl<'肺組払拭iEこ後 2rl以内に

父験をhなった｡ sweatgland c0-日 の分離は組織を

sliceL0.25M sucro～eJmM EDTA 7Ti.今む水冷(､ii披

第 1図 単離 した sweatgland coilと distal

duct(10×】5)oA:secretoI･yPOrtionと proximal
ductの移行部. secretoryportionは ductの l.I,.;那

広い｡ B:proximalductと distalduclの移行部｡

rllで60倍の双眼顕微鏡下にて行なった｡汗腺の判別は布

易であり,且つ SWeatglandcoilと dlStalductの区

別もlHJ.火た (第 1図)｡ 採媒 した sweatglandcoLlは

0.25M sucrose,1mM EDTA IRlE溶液中にて glass

llOnlOgCnizerを用い一定の speedで 5秒間 homoge-

n'LZC した｡ATPase活化は,反応液の最終組成を 1mM

AT3'lP.2mM MgC12. 100mM NaCl,10mM KCl,

100mM sucrose,I.5よぴ 20mM γris-HClburrer (pH

7.4),をrIむ批合池1■Eに homogcnaLcs0.1JIEを加えた

ものとし,370CのiLl浴巾で側n:した｡60分放心綾300/.

coldTCA o2hylを加え奴応を止め,ただ ちに水冷 卜で

ろ過.11後 Martin･DoLyのjJlfムで/lj'F'された 32PlをFi

瓜こ液より/分離 し,その0.5析Jを取 り gas flow counLCr

にて 32PJ品を測定 した｡対照として homogcnatcsの

かわりに滑†/ko.1耕CをJllいた｡MgATPasc打汁1.は上uLl

仙 L-t液IIlに10-4TM ouabainを加え同様の父験畑作を行

なって測定 した｡Na･KATPase活†′とは totalATPase

Li.T,･tlより MgATPasci.T.･叶を差 し引いてII目した｡矧LI

a.は homogenates0.1JrEを比い, Lowryは (Lowl-y

eLa1.,1951)に従い測止.終ATPasei.T汁I.は 】1M/gland

coil/hl･及び M/Agproteinhrで示 した｡

結 果

Na-KATPaseT.T汁1.1'･よぴMgATPasci.州.は卯1歳

第 1表 sweaLglandcoilの ATPaseI.T,t'L

N:'JJ的例 '曳

Mcan士SE. Mcan土S.1;. Pcr
(nM/gland-hl1 (M/kg･proL.hl.I cent

Total
ATPase ユ1.68土5.13
activlty

Na･K
ATPase 5.76士2.85
activIty

Mg
ATPase 5.96j=2.14
aCいvlty

6.02土0.98 100 8

3.13士1,00 52 8

2.91士1.37 48 8

に示す｡これは Satoら (1971)の伯, 即ち5.25土0.83

nM/kgpro一e)∩/hr(2.92-ll.90).3.55土0.21nM/kg

pt･otein/hr(2.56-4.84)に比 し低伯であったが.1mM

AT32P を使 ったこと (Sa10らは3mM)に基づ く差で

あるLLJ.ll､われ7, swcalgland coilの重自足は3.0-

5.5Tでf･JJJ1.8-は 0.30Tであり sweatglandcoil一個

当りの胡rIT.'.(X)と Na･KATPase活性の絶対-JTiii(Y)

とのHHfこは Y 8.SOX-10.64(r-0.75)で近似される

関係があった｡

考 察

一触にir-は分泌節で 組織液 とはば等 しい Na浪度の
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